
 
 
 
 
 

スペースガンセールストークマニュアル  
 
 
問１ マグネシウムは錆び易いと聞いているが、錆防止対策は万全なのか？ 

 はい万全です。 その対策は以下の通りです。 
１） コストアップ要因にはなりましたが、先ず使用するマグネシウム素材は純度９９．９％以上の所謂“バージン材”

を使用、錆の原因となる不純物を排除することにより、錆発生の可能性を素材から排除しました。 
２） モールド成型には独自工法を採り入れ、巣の発生を遮断しました。 

成型表面に近い所に“巣”が発生し、その“巣”に何らかの液体が浸透すると表面に思わぬ不整表面状態にな

る可能性を生じます。このため、“巣”をなくす為に、弊社パートナーのＳ社の独自製法を使用し、“巣”の発生も

徹底的に排除しました。 
３） 素材表面の不純物を取り除く下地処理工程を行いました。 
４） マグネシウム表面保護を万全なものとするために、強度の耐食性や硬さ、耐摩耗性を保証しうる環境調和型 

処理法を採用しました。 この処理方法は公害を全く生まないクリーンな表面処理方法であり、当社パートナー

であるＨ金属工業独自の表面処理方法です。 
５） 更に耐食性を保証させるため、上記の皮膜圧を現状製造上最大可能値まで高めました。 
６） 上記下地加工の上に表面加工としてメッキ処理とテフロン処理の両方法を徹底検証しました。 

その結果、マグネ素材および表面処理に対し大きな対応力を持つテフロン加工を採用。 
勿論環境に対しての抜群のやさしさも、テフロン採用の大きな理由になっています。 

７） これら５重６重の対策対応により、デビルビスは世界で初めて“超軽量、超高剛性”の優れた金属特性をもち、

かつリサイクル性に優れた“環境対応素材”であるマグネシウムを採用した“Ｓｐａｃｅ Ｇｕｎ”の開発・商品化に

成功したのです。これらの処理・処置による耐食性、耐塩性、耐溶剤性、耐磨耗性などは塩水噴霧、ＣＡＳ、 
塩水ジャブ付け、高温・高湿試験等々あらゆる角度から行い、その実用性は十分に実証されたものとなってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ テフロン塗膜色の変色は大丈夫か？ 

 塩水ジャブ付け、溶剤ジャブ付け、クロスカット等の試験を実施し、変色対応も十分であることは確認済みです。  
 
 
問３ スプレーガンとして使用に耐えうる耐久性は保証されているのか？ 

 スプレーガンとしての耐用性については、マグネシウム素材の高剛性・高耐久性を利して特に自動車部品に 
マグネシウムが多く採用されている事実から実証済みと理解していただいてよろしいと思います。 

 
 
 
 
問４ 本体マグネ素材と部品他素材との化学反応・相性は問題ないか？ 

 そのようなことは、どこからの事例からも聞かれません。 塗料通路はアルマイトインサートが入っていますが、 
２液接着剤で固定されており問題ありません。 
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問５ ブラシでゴシゴシ擦った場合、テフロンの剥がれ等が起きないか？ 起きた場合その保障は？ 
耐用年数は２年程度しかないのでは？ 

 金属ブラシで擦ると剥がれる恐れはありますが、仕様テフロン膜強度は鉛筆引っかき値で２Ｈ－３Ｈが保証（常温）

されています。 金属ブラシでの洗浄は避けてください。 

 
 
 
 
 
問６ 溶剤の洗いに対して何年も耐えられるのか？ 耐えられるという根拠は？ 

 確定的年数を明示するのは難しいのですが、テフロンはその耐薬液性・耐酸性・耐アルカリ性および耐溶剤性に 
おいて非常に優れた特性を持っていること（４ペ－ジ紙参照）で知られています。 従って通常の使用をする限りで

はガン寿命に見合うだけの耐溶剤洗いをご提供できると確信しております。 

 
 
 
 
 
 
問７ 他の薬品類が付着した場合は大丈夫か？どの類の薬品に耐え、どの様な薬品に対して反応し、 
 剥れなどが起きるのか？ 

 強酸、強アルカリに対しては問題ありません。 但し膜圧・薬液の濃度により長時間浸漬すると塗膜を透過した 
液に基材が反応する可能性が“ゼロ”であるとは言い切れませんが、この為当社は皮膜圧を現状製造上最大 
可能である皮膜圧を施し万全の対応を図っています。 状況的には何度も繰り返し行った薬品、塩水ジャブ漬け

試験の結果からも通常使用かでは問題発生はないと言えますが、万が一何か特殊要因により、これらの事象が

発生した場合は、当社としてその原因究明を徹底的に行い、お客様と共に再発防止を行ってゆきたいと思って 
おります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
問８ マグネは塩分・塩水に反応し錆びまたは腐食を生じやすい金属と聞いているが、その点はどうなのか？ 

 他金属との比較でマグネシウムの耐食性は高い部類に入ります。但しこれは適切な表面処理コーティングを施すこ

とにより、十分な防錆が可能であり、その様な対策を施されたマグネシウム使用部品、用具は今やあらゆる分野で

使用されています。 最も良い例が海釣り用リールです。 

 
 
 
 
 
 
問９ エアー通路等に錆は発生しないという保証はあるのか？ どういう根拠で発生しないと言えるのか？ 
 また万が一、発生した場合はメーカーとしての対処は？ 

 エアー通路には当社パートナーの独自表面処理方法が施されており、通常のコンプレッサーエアー中に含まれる 
水分を約４０倍にしたエアー通して確認した結果、何らの錆問題も起こらないことが実証されています。  
結論としては“全く問題ありません”ということです。 

 
 
 
 
 
問１０ 新製品で且つ新素材、新コーティング材を使用した製品であるが、総合的な保証（期間的なものも含めて） 
 はあるのか？ 無いとしたら、問題が発生した時の対応は？ 

 上述の如く、ありとあらゆる対策・試験を通じて本新製品は何の問題も無いことが確認されておりますが、万が一 
予期せぬ事態下で不都合等発生した場合はデビルビスとして、迅速から適切な対応を採らせて頂きますので、 
どうぞご安心下さい。 
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問１１ エアーキャップその他接続部分、ネジ切り部分がマグネ素材（本体）ということで、もろくなって、 
 バカネジになったりするようなことはないのか？ 

 エアーキャップの接続部分はステンレスバッフル（アポロ）アルマイトバッフル（ルナ）を使用しておりますので、 
問題ありません。 本体ネジ切り部分は頻繁に部品の取替えをする部位ではないので、その強度テスト結果を見て

も問題はありません。 また金属硬度からみてもマグネシウムは十分な硬度を備えた金属であり、その様な可能性

は一切ありません。 

 
 
 
 
 
 
 
問１２ マグネは加工金属として危険な金属と聞いているが、その辺りはどうなのか？ 

 金属はマグネシウムに限らず、粉状になっている状態ではその取り扱い方によっては発火の可能性を持って 
いますが、成型品になればその問題はありません。 加工業者は十分にその点を熟知し、取り扱いを行っています

ので、ご心配の様なことは起こらないと思って頂いて結構です。  

 
 
 
 
 
 
問１３ 今後デビはマグネ、テフロンという新素材、新コーティングを使ってどの様な方向で行くつもりなのか？ 

 デビルビスはＥＣＯを前面に押し出し、地球にやさしい、ユーザーにやさしいい、エコガンを今回Ｓｐａｃｅ Ｇｕｎの 
ご紹介で実現しました。  

 全社的に取り組んでいるエコロジー塗装機器の今回でデビルビススプレーガンに組み込まれたエコロジーとは、 
１） 素材にマグネシウムの“バージン材”を使用 
２） 表面処理にエコロジー的方法である環境調和型処理法を採用 
３） 表面コーティングにエコロジー素材であるテフロン加工を採用 

等があります。 
 今後はこの“エコ・スペースガン”をひとつの将来を担う新ジャンルとして大きく発展させてゆく所存です。 
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２０００年１１月号“塗装技術”特集「フッ素樹脂の特性を追求するキーポイント」のより抜粋 
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